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令
和
八
年
、

日
本
列
島
を
、強
く
豊
か
に
‼

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
私
の
本
年
の
政
治
活
動
の
中

心
は
、
高
市
政
権
の
一
丁
目
一
番
地
、
本
丸
で
あ
る
「
日

本
成
長
戦
略
本
部
」
の
№
．２
の
幹
事
長
と
し
て
の
仕

事
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
、
高
市
総
理
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
政
策

が
力
強
く
起
動
し
ま
し
た
。
デ
フ
レ
の
下
で
据
え
置

か
れ
て
き
た
「
年
収
の
壁
」
の
引
上
げ
、
半
世
紀
に
わ

た
っ
て
続
い
て
き
た
ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止
、
高

校
の
実
質
無
償
化
・
公
立
小
学
校
給
食
の
実
質
無
償

化
の
実
現
。
い
ず
れ
も
、
長
年
解
決
で
き
て
こ
な
か
っ

た
課
題
で
す
が
、
少
数
与
党
と
い
う
苦
し
い
状
況
で

も
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
も
、「
日
本
成
長
戦
略
本
部
」
幹
事
長
と
し
て
、

こ
れ
ら
の
政
策
の
と
り
ま
と
め
、
実
現
の
最
前
線
に

立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
、
ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

米
国
・
中
国
・
ロ
シ
ア
、
大
国
が
自
国
利
益
を
剥
き
出

し
に
す
る
、
弱
肉
強
食
と
も
い
え
る
国
際
環
境
の
中

で
、
日
本
の
平
和
と
繁
栄
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
か
、

人
口
減
少
が
急
速
に
進
む
中
、
ど
う
や
っ
て
活
力
あ

る
経
済
を
作
り
、
安
心
で
き
る
社
会
保
障
を
維
持
す

る
か
、
高
市
政
権
は
「
責
任
あ
る
積
極
財
政
」
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
国
民
の
安
全
と
安
心
を
守
り
抜
く
覚

悟
で
す
。

　

午（
う
ま
）年
の
令
和
８
年
、私
も
ま
さ
に「
馬
車
馬
」

の
よ
う
に
働
き
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
の
縮
小
均
衡
経
済

か
ら
、
賃
上
げ
と
投
資
が
牽
引
す
る
成
長
型
経
済
へ

の
転
換
、
安
全
保
障
政
策
の
強
化
を
通
じ
た
抑
止
力

の
向
上
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　岸田政権の官房副長官として、コストカット型の縮小
均衡型経済から官民連携での賃上げと設備・研究投資が
牽引する成長型経済への転換を主導してきました。この
政策は高市政権にも引き継がれており、今後は、日本成
長戦略本部幹事長として、17の戦略分野での投資促進
と賃上げを図りつつ、中小・零細企業への十分な利益分
配のための転嫁対策の徹底、地域経済底上げのための地
産地消促進など、きめ細かな政策展開を図ります。

賃上げと投資が牽引する
成長型経済を完結する

　岸田総理とともに、広島サミット成功を主導した経験、
日米韓キャンプデービット会合に出席した経験、ゼレン
スキー大統領を訪問しウクライナ問題に取り組んだ経験
などを活かし、米中露の大国が自国利益を剥き出しで追
及する国際社会の現状を踏まえ、日米同盟、日英、日米
韓、日米フィリピン、日米豪印、日ASEANなど「日米
＋同志国」の外交・安保ネットワーク展開を進めること
で、日本の平和を断固として守っていきます。

大国のエゴから
日本の平和を守る

　党政治改革刷新本部幹事長として、政策活動費や旧文
通費の適正化など政治資金規正法等の改正を全力で進め
てきましたが、引き続き、政治資金の透明化・適正化に
向けて取り組んでいきます。また、超党派の「令和臨調
超党派議員会議」の幹事長も務めており、ガバナンス強
化に向けた政党改革、民意を適切に反映する選挙制度改
革、審議充実に向けた国会改革など、終わりなき政治改
革をど真ん中で主導していきます。

政治改革を
強力に推進する

  「軽度認知障害（MCI）研究会」座長として、認知症対
策に取り組んできました。レカネマブなど有効な薬も開
発されているほか、血液バイオマーカーや脳CT活用な
ど診断方法の研究も進んできており、早期発見・早期治
療開始の体制整備が急務です。文京区や神戸市などの個
別自治体で実践されている優れた取組を全国展開すると
ともに、認知症への理解増進、不安解消、共生社会実現
に向けて多様な施策を展開していきます。

認知症対策の推進で
健康長寿社会を創る

　現在、高校無償化、給食費の無償化などを着実に進め
てきていますが、引き続き、大学・専門学校等の高等教
育の負担軽減について一層の取組を進めていきます。ま
た、塾や習い事などの費用についても、低価格のAI学
習支援ツールの開発などを通じて、低減化に向けた取組
を進めていきます。また、いじめ、自死、通学時の事故、
更には子ども貧困など子どもをめぐって山積する課題に
対し、重層的な政策展開を進めていきます。

子どもの
教育・成育環境の整備する

木原誠二の政策目標



-

◆ 

は
じ
め
に

木
原
：
大
臣
、
米
国
ハ
ワ
イ
で
の
ヘ
グ
セ

ス
国
防
長
官
と
の
会
談
か
ら
戻
っ
た
ば
か

り
で
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
、
今
日
は
、
日
本

の
安
全
保
障
や
外
交
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
る
機
会
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
泉
防
衛
大
臣
：
い
え
い
え
、
木
原
さ
ん

は
、
私
に
と
っ
て
最
も
信
頼
す
る
先
輩
、

同
志
で
あ
り
、
も
う
10
年
以
上
公
私
と
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
、
こ
う
い
う
機

会
を
い
た
だ
い
て
、
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
。
国
際
秩
序
が
揺
ら
ぎ
、
従
来
の
想
定

や
概
念
が
通
用
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
今

こ
そ
、
国
際
経
験
豊
富
で
外
交
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
で
も
あ
る
木
原
さ
ん
の
力
が

必
要
で
す
し
、
木
原
さ
ん
と
二
人
で
国
際

社
会
の
安
定
と
日
本
の
平
和
を
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

多
層
化
す
る
脅
威

木
原
：
我
々
の
究
極
の
使
命
は
、
か
け
が
え
の
な
い
「
平
和
」
を
守
る
こ
と
で
す
。

そ
の
中
で
、
従
来
の
考
え
方
が
通
用
し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
と
の
お
話
で
す
が
、

全
く
同
感
で
す
。
安
全
保
障
は
軍
事
力
だ
け
で
は
な
く
、
も
ち
ろ
ん
外
交
力
、
更

に
は
技
術
力
・
経
済
力
が
重
層
的
に
絡
み
合
う
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
分
、

政
治
の
役
割
も
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
現
在
の
国

際
情
勢
を
ど
う
見
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

小
泉
防
衛
大
臣
：
最
大
の
変
化
は
、

脅
威
が
〝
単
一
で
は
な
く
、
多
層
的

に
同
時
進
行
し
て
い
る
〞
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
武
力
は
も
ち
ろ
ん
、
希

少
鉱
物
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
利

用
し
た
経
済
的
威
圧
、
サ
イ
バ
ー
攻

撃
や
情
報
戦
、
宇
宙
空
間
で
の
妨
害

行
為
な
ど
、
多
様
な
手
段
が
組
み
合

わ
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
原
：
ま
さ
に
、
従
来
の
「
陸
海
空
」
の
枠
を
超
え
た
複
合
リ
ス
ク
に
よ
っ
て
安

全
保
障
環
境
は
激
変
し
、
国
の
守
り
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
、
問
題

を
よ
り
大
き
く
、
よ
り
複
雑
化
さ
せ
て
い
る
の
が
、
米
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な
ど

の
大
国
自
身
が
国
益
を
剥
き
出
し
で
追
求
す
る
な
か
で
、
新
た
な
領
域
に
突
き
進

ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

小
泉
防
衛
大
臣
：
そ
の
通
り
で
す
。
国
際
社
会
で
大
国
の
エ
ゴ
も
顕
在
化
す
る
な

か
で
、
日
本
と
し
て
も
、
宇
宙
作
戦
郡
や
サ
イ
バ
ー
防
衛
隊
を
充
実
さ
せ
、Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
情
報
分
析
、自
律
型
無
人
機
の
導
入
な
ど
、新
領
域
の
能
力
を
急
ピ
ッ

チ
で
強
化
し
て
い
ま
す
。

◆ 

「
抑
止
力
の
質
」
の
向
上

木
原
：
は
い
。
昨
年
、
政
府
は
防
衛
力
強
化
の
大
き
な
方
針
を
示
し
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
大
臣
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
点
は
ど
こ
で
す
か
？

小
泉
防
衛
大
臣
：
一
番
は
「
抑
止
力
の
質
」
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
仮
に
他
国
が

日
本
の
平
和
を
壊
す
行
動
を
取
っ
た
と
し
て
も
、「
得
る
も
の
は
な
い
」、
む
し
ろ

「
コ
ス
ト
が
高
い
」
と
思
わ
せ
る
力
を
持
つ
こ
と
、
ま
さ
に
抑
止
力
が
重
要
で
す
。

こ
の
点
は
、
木
原
さ
ん
が
岸
田
政
権
の
官
房
副
長
官
兼
安
全
保
障
担
当
補
佐
官
と

し
て
、取
り
組
ん
だ
、反
撃
能
力
の
整
備
や
ミ
サ
イ
ル
防
衛
力
の
強
化
、情
報
収
集
・

警
戒
監
視
体
制
の
高
度
化
な
ど
が
重
要
で
、
し
っ
か
り
進
め
て
い
き
ま
す
。

木
原
：
そ
う
で
す
ね
、
抑
止
力
は
ま
さ
に
相
手
の
無
謀
な
行
動
を
抑
止
す
る
た
め

に
必
要
な
能
力
で
、例
え
ば
、無
人
機
の
活
用
な
ど
は
近
年
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
が
前
線
に
出
な
く
て
も
、
広
域
を
監
視
し
、
迅
速

に
情
報
を
共
有
す
る
体
制
は
不
可
欠
で
す
。
特
に
島
し
ょ
防
衛
で
は
、
有
人
機
と

無
人
機
の
連
携
が
抑
止
力
の
鍵
を
握
り
ま
す
。

◆ 

経
済
安
全
保
障
・
技
術
安
全
保
障
の
重
要
性

木
原
：
ち
ょ
っ
と
話
題
を
変
え
ま
す
が
、
私
自
身
が
取
り
組
ん
で
き
た
分
野
と
し

て
は
、
経
済
安
全
保
障
の
強
化
が
あ
り
ま
す
。
昨
今
、
安
全
保
障
と
経
済
の
境
界

が
曖
昧
に
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
私
が
量
子
産
業
創
出
Ｐ
Ｔ
の
座
長
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
量
子
を
は
じ
め
、
半
導
体
、Ａ
Ｉ
、
バ
イ
オ
な
ど
先
端
技
術
へ
の

戦
略
的
投
資
が
安
全
保
障
上
も
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
臣
は
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
？

小
泉
防
衛
大
臣
：
技
術
を
制
す
る
国
が
、
安
全
保
障
で
も
主
導
権
を
握
る
時
代
で

す
。

安
全
保
障
の
焦
点
は
、「
兵
器
」
や
「
武
器
」
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
を

支
え
る
技
術
基
盤
の
競
争
に
移
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
衛
星
通
信
や
量
子
暗
号

通
信
は
指
揮
命
令
に
と
っ
て
死
活
的

に
重
要
で
す
し
、Ａ
Ｉ
は
深
度
あ
る

脅
威
分
析
な
ど
に
不
可
欠
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
半
導
体
の
供
給
確

保
は
兵
站
そ
の
も
の
で
す
。

木
原
：
ま
さ
に
、
防
衛
省
と
経
産
省
、

文
科
省
、
内
閣
府
な
ど
の
役
所
の
垣

根
を
超
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
、
例
え
ば
、
大
学
で
培
わ
れ
た
基

礎
研
究
を
産
業
界
で
応
用
し
、
そ
の

成
果
を
防
衛
領
域
に
も
循
環
さ
せ
る
。
こ
う
し
た
〝
知
の
循
環
〞
が
、
日
本
の
安

全
保
障
の
未
来
に
直
結
し
ま
す
。

◆ 

平
和
を
守
る
外
交
の
重
要
性

小
泉
防
衛
大
臣
：
防
衛
力
の
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
木
原
さ
ん
と
い
え
ば
や
は

り
、
経
験
に
裏
打
ち
さ
れ
た
外
交
力
だ
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
抑
止
力
と
い
い
ま

し
た
が
、
外
交
こ
そ
最
大
の
抑
止
力
で
も
あ
り
ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

木
原
：
私
は
、
国
際
社
会
の
中
で
「
仲
間
を
出
来
る
限
り
多
く
作
り
、
そ
の
仲
間

の
結
束
を
固
め
る
」、
同
時
に
「
敵
を
可
能
な
限
り
減
ら
し
、
残
っ
た
敵
を
分
断

す
る
」、
こ
れ
が
外
交
の
役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
正
に
、
外
交
は
最
大
の
抑

止
力
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
総
理
、
大
臣
、
副
大
臣
、
政
務
官
、
議
員
外
交
、
民

間
外
交
、
縦
横
斜
め
、
多
層
的
に
外
交
を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

小
泉
防
衛
大
臣
：
そ
う
し
た
縦
横
無
尽
の
外
交
力
の
後
ろ
盾
と
い
う
か
前
提
に
な

る
の
は
強
い
防
衛
力
で
も
あ
り
ま
す
。
自
ら
の
国
は
自
ら
守
る
能
力
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
他
国
は
日
本
の
外
交
を
信
頼
し
、
話
を
聞
い
て
く
れ
る
、
安
全
保
障
と
外
交

は
車
の
両
輪
で
す
ね
。

木
原
：
ま
さ
に
、
そ
う
で
す
ね
。
も
う
一
つ
重
要
な
の
が
、
国
民
の
理
解
で
す
。

国
民
の
理
解
な
く
し
て
、防
衛
も
外
交
も
あ
り
ま
せ
ん
。安
全
保
障
や
外
交
を「
遠

い
世
界
の
話
」
に
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
物
流
が
止
ま
れ

ば
、
ス
ー
パ
ー
の
棚
が
空
に
な
る
、
シ
ー
レ
ー
ン
が
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
が
不
安
定
に
な
れ
ば
、
電
気
代
も
事
業
活
動
も
大
き
く
影
響
を
受
け

る
わ
け
で
、〝
暮
ら
し
そ
の
も
の
〞
を
守
る
た
め
の
取
組
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か

り
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小
泉
防
衛
大
臣
：
え
え
、日
本
の
安
全
保
障
は
、軍
事
力
だ
け
で
な
く
、技
術
、経
済
、

外
交
、そ
し
て
国
民
の
理
解
と
い
う
複
合
的
な
要
素
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
党
や
国
会
等
で
議
論
を
深
め
、
国
の
未
来
を
見
据
え
た
政
策
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

木
原
：
普
通
の
日
常
、
つ
ま
り
平
和
こ
そ
最
も
価
値
の
あ
る
成
果
で
す
。

静
か
な
当
た
り
前
の
日
常
、
平
和
を
守
る
た
め
に
、
こ
れ
か
ら
も
小
泉
大
臣
の
柔

軟
な
発
想
で
、
不
断
の
備
え
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
の
平
和
を
守
る
外
交
・
防
衛
に
向
け
て
!!

小
泉
進
次
郎
防
衛
大
臣
と
木
原
誠
二
の
対
談


